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第 899号

毎月 1日・ 16日発行

「お城まつり」や「真田武者行列」など*上回築城400年祭輸のメイン行事は、 10月29日から 11月6日まで、

大勢の市民の皆きんに参加していただきながら盛大のうちに無事終了しました。これも、市民の皆さんの協力

があったからこそと思います。本当にありがとうございました。

( 11月 6日の奥田武者行列で上回域から出陣する 一行)

主な内容 市民と市長の日

「市民と市長め日」を 12月1日(刻午

前 9時から午後4時まて、市役所3階
市長室て斤干し、ます。お気軽におでかけ

くださし、。

フ才トハイライト・上回築城400年祭.......................2~6 ページ

第 2次長期基本精想、「市長と語る会」開催・・・ーー・・・・・・ー・…ー 7ページ

お年寄りを敬う作文、 入選作品発表④一..一一・・・・・・・・・ー・一一一ー.8ページ

上田市の職員給与などの状況…・一一..一一・ー一一..一一一…一一…・ 9ページ

お知らせ・・ー・・・・・・・・ー・ ...................・・・・・・ー・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・10・11ページ

秋の全国火災予防運動…一…・ー・ー一一…・ーー…・ーー・ー……・…ー 12ページ
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農地問題相談日

「農地問題相談」を12月1[.l附午前

8時30分から午後 5時ま で、 inì.生 p~2 
階農業委員会事務局で行います_b汎

軽におでかけください。
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上
回
築
城
山
側
年
祭

今
年
は
、
真
田
昌
幸
に
よ
っ
て
天
正
十
一
年
二
五
八
三
)

に
上
田
城
が
築
か
れ
て
か
ら
数
え
て
、
ち
ょ
う
ど
四
百
年
目

に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
四
月
か
ら
十
二
月
ま

で
は
「
上
田
築
城
四

O
O年
祭
」
が
計
画
さ
れ
、
す
で
に
数

多
く
の
行
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
六
日
ま
で
は
、
「
お
城
ま
つ
り
」

「
工
業
展
・
貿
易
展
」
「
真
田
武
者
行
列
」
な
と
、
築
城
四

0
0

年
祭
の
最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い

メ
イ
ン
行
事
が
続
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
写
真
中
心
で
構
成
し

ま
し
た
。

h
F
姉
妹
都
市
・
出
石
町
(
兵
庫
県
)
の
大
名
行
列

A
真
田
神
社
前
の
下
室
賀
三
頭
獅
子



第 899号、

上
回
築
域
内
O
O年
祭
の
ハ
イ
ラ
イ

ト

「
お
城
ま
つ
り
」
は
、
秋
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
十
月
三
卜
日
目
、
上
回
城
を
中

心
に
聞
か
れ
、
上
回
域
ゆ
か
り
の
獅
子

(し
し
)舞
い
な
ど
十

一
の
民
俗
芸
能
が

参
加
し
て
、
政
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

t
出
公
図

一
情
や
市
内
の
目
抜
き
通
り

は
、
市
以
内
や
観
光
客
な
ど
約
二
万
人
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

大
勢
の
見
物
人
が
見
守
る
中
、
常
国
・

一房
山
・

保
野

・
下
室
賀
の
各
獅
子
、
別

所
温
泉
の

「
岳
の
轍

(
の
ぼ
り
)
」
、
青

木
村
の
義
民
太
鼓
、
上
田
原
土
橋
唄
(
ど

づ
き
う
た

)
、
火
消
太
鼓
な
ど
が
次
々
に

繰
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
姉
妹
都
市

か
ら
特
別
出
演
し
た
、
鎌
倉
市
の
鎌
倉

轍
子
(ば
や
し
て

出
石
町
の
大
名
行
列
、

上
越
市
の
謙
信
公
子
ど
も
影
武
者
隊
は
、

め
ず
ら
し
き
も
手
伝
っ
て
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

だえつ一(3)一一一一昭和58年11月16日 広報

、
...真田神社で披露された房山獅子

砂
姉
妹
都
市

・
出
瓦
町
(
兵
庫
県
)
の
大
名
行
列

企
真
田
神
社
前
の
下
室
賀
三
頭
獅
子

z 

d 

企姉妹都市・上越市の謙信公

子ども影武者隊(海野町で)

‘義民300年の伝統を伝える青木村の義民太鼓
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念

式

典

田
市
発
展
の
た
め
に
尽
し
た
い
」
と
の

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、
吉
村
県
知
事
(
代

理
)
、
羽
田
衆
議
院
議
員
、
姉
妹
都
市
の

鎌
倉
市
長
な
ど
七
人
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
功
労
者
表
彰
(
十
二
名
)
と

功
績
者
表
彰
(
四
十
八
名
)
を
受
章
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈敬
称
略
・
五
十
音
順
〉

だ 昭和58年11月16日一一一 (4)ー

な
上
田
市
に
築
き
上
げ
て
い
く
た
め
、

皆
様
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い

て
竹
内
市
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
政
発
展
の
た
め
長
年
に

わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
六
十
名

の
皆
様
に
、
功
労
者
表
彰
と
功
績
者
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
章
者
を
代
表
し

て
、
志
摩
修
吾
さ
ん
か
ら
「
今
後
も
上

「
記
念
式
典
」
は
、
十
月
三
十
日
同

午
前
十
時
か
ら
上
田
市
民
会
館
で
、
約

千
四
百
人
が
出
席
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
永
野
市
長
は
「
今
年
は
、
上

回
築
城
四

O
O年
を
機
会
に
、
上
固
め

発
展
を
祝
い
、
今
日
ま
で
の
歴
史
の
回

顧
と
新
し
い
も
の
の
創
造
な
ど
を
目
的

に
多
彩
な
催
し
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
次

代
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
よ
り
豊
か

功

労

表

彰

者

マ
大
脇
純
一
(
五
十
二
歳
、
中
央
四
)

マ
神
尾
精
一
(
七
十
三
歳
、
中
央
五
)永野市長から表彰状などを受ける受章者の皆さん

~9 号~

躍
進
す
る
上
聞
の
工
業
展

マ
小
林
健
治
(
五
十
四
歳
、
大
屋
)

マ
志
摩
修
吾
(
七
十
四
歳
、
中
央
西
二

マ
中
畑
房
治
(
五
十
五
歳
、
常
国
二
)

マ
成
津
美
歳
(
六
十
一
歳
、
緑
が
丘
三
)

マ
橋
本
博
(
七
十
六
歳
、
新
田
)

マ
藤
原
忠
美
(
七
十
四
歳
、
中
央
西
ニ

マ
藤
森
藤
之
助
(
六
十
三
歳
、
大
屋
)

マ
本
固
定
一
一
(
七
十
三
歳
、
緑
が
丘
二

マ
山
田
保
(
六
十
八
歳
、
中
之
条
)

マ
吉
川
茂
之
(
六
十
三
歳
、
中
央
三
)

功

績

表

コ~
彰:

者

〈
地
方
自
治
関
係
〉

マ
田
中
直
一
(
七
十
四
歳
、
中
央
西
二

マ
樋
口
登
徳
(
六
十
六
歳
、
中
央
六
)

マ
保
里
は
つ
(
六
十
一
歳
、
常
国
二
)

〈
教
育
・
文
化
関
係
〉

マ
大
井
嘉
吉
(
六
十
三
歳
、
中
央
北
二
)

マ
草
間
鉄
男
(
六
十
五
歳
、
常
国
二
)

マ
小
嶋
恭
三
(
六
十
二
歳
、
中
央
二

マ
佐
藤
繁
信
(
六
十
八
歳
、
中
央
三
)

マ
新
村
安
男
(
七
十
九
歳
、
常
国
三
)

マ
丸
山
登

一
郎
(
六
十
五
歳
、
蛇
沢
)

マ
柳
津
君
子
(
六
十
九
歳
、
中
央
西
二

〈
社
会
関
係
〉

マ
永
井
桂
(
六
十
八
歳
、
常
磐
城
六
)

マ
成
津
儀
三
(
六
十
一
歳
、
緑
が
丘
二
)

マ
林

正

幸

(六
十
一
歳
、
中
央
四
)

マ
山
浦
安
子
(
七
十
二
歳
、
上
田
原
)

マ
償
問
辰
雄
(
七
十
九
歳
、
下
之
郷
)

〈
産
業
関
係
〉

マ
芦
田
敬
(
六
十
四
歳
、
大
屋
)

マ
石
川
重
吉
田
へ六
十
三
歳
、
川
辺
町
)

マ
今
井
一
郎
(
六
十
一
歳
、
中
央
五
)

マ
金
子
長
左
衛
門
(
七
十
九
歳
、
天
神

一

)

マ
川
村
好
喜
(
六
十
一
歳
、
吉
田
)

マ
小
林
清
(
七
十
二
歳
、
諏
訪
形
)

マ
小
宮
山
弘
雄
(
六
十
九
歳
、
緑
が
丘

一

)

マ
小
山
清
次
郎
(
七
十
歳
、
中
央
二
)

マ
坂
下
行
雄
(
七
十
二
歳
、
新
回
)

マ
佐
藤
貧
(
七
十
三
歳
、
中
央
二
)

マ
篠
原
延
夫
(
六
十
二
歳
、
赤
坂
)

マ
瀬
川
清
(
七
十
七
歳
、
中
央
三
)

マ
立
川
善
夫
(
六
十
八
歳
、
天
神
こ

マ
田
中
文
男
(
六
十
二
歳
、
大
白
木
)

マ
塚
田
今
朝
則
(
七
十
歳
、
中
央
二
)

マ
富
田
裏
(
六
十
六
歳
、
中
央
五
)

マ
長
津
武
一
(
六
十
九
歳
、
常
国
こ

マ
名
川
五
郎
(
六
十
五
歳
、
緑
が
丘
二
)

マ
西
懐
喜
代
次
(
六
十
一
歳
、
中
央
五
)

マ
林
重
義
(
七
十
歳
、
塩
田
新
町
)

マ
原
睦
雄
(
八
十
一
歳
、
保
野
)

マ
福
井
康
治
(
七
十
三
歳
、
緑
が
丘
二
)

マ
福
田
喜
次
(
七
十
五
歳
、
塩
田
新
町
)

マ
細
川
正
義
(
六
十
九
歳
、
諏
訪
形
)

マ
宮
下
鯛
治
郎
(
七
十
八
歳
、
常
国
二
)

マ
宮
下
弘
(
六
十
一
歳
、
越
戸
)

マ
宮
島
義
富
一
(
六
十
三
歳
、
福
田
)

マ
宮
原
正
義
(
七
十
歳
、
中
央
東
)

マ
矢
島
清
一
郎
(
七
十
七
歳
、
三
好
町
)

マ
柳
原
哲
次
郎
(七
十
四
歳
、
下
之
条
)

マ
山
崎
寛
吾
(
六
ト
八
歳
、
神
科
山
口
)

マ
山
崎
量
雄

(
六
十
一
歳
、
野
竹
)

マ
吉
池
三
朋

へ六
十
縁
、
中
央
商
二
)
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躍
進
す
る
上
聞
の
工
業
展

長
野
県
貿
易
展

第
三
回
「
雌
進
す
る
上
回
の
工
業
展
」

と
第
十
八
回
「
長
野
県
貿
易
展
」
が
、
十

月
二
十
九
日

ωか
ら
三
十
一
日
間
ま
で

の
三
日
間
、
上
回
公
園
内
の
市
民
体
育

館
で
聞
か
れ
、
大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

工
業
展
に
は
、
市
内
の
企
業
四
十
九

社
か
ら
食
品
、
一
般
機
械
、
電
気
機
械
、

輸
送
用
機
械
な
ど
の
自
社
製
品
が
多
数

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
貿
易
展

も
開
催
さ
れ
た
た
め
、
丸
子
町
、
坂
城

町
、
諏
訪
市
な
ど
市
外
の
企
業
十
七
社

も
特
別
参
加
し
ま
し
た
。

貿
易
展
で
は
、
欧
米
食
品
展
、
中
華

人
民
共
和
国
の
物
産
即
売
、
長
野
県
と

姉
妹
州
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ズ
リ

l

州
の
紹
介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
二
十
九
・

三
十
日
の
両

日
は
、
同
じ
会
場
で
姉
妹
都
市
、
鎌
倉

市
・
上
越
市
・
出
石
町
の
物
産
即
売
も

聞
か
れ
、
見
学
者
の
人
気
を
呼
ん
で
い

ま
し
た
。

だえつ一(5)一一昭和58年11月16日 広報

市
立
博
物
館
で
は
、
十
月
十
五
日
出

か
ら
十
一
月
十
三
日
間
ま
で
、
上
回
築

城
四

O
O年
「
真
田
史
料
展
」
が
聞
か

れ
、
連
日
多
数
の
市
民
や
観
光
客
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。
十
一
月
六
日
現
在

で
は
、
約
一
万
人
の
入
館
者
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
特
別
展
は
、
総
展
示
数
が
約
二

百
点
で
、
地
元
の
上
田
市
、
真
田
町
、

長
野
市
松
代
は
も
ち
ろ
ん
、
大
阪
、
山

梨
な
ど
県
外
か
ら
も
資
料
を
借
用
し
、

展
示
し
ま
し
た
。
時
代
的
に
は
、
上
回

築
城
を
中
心
と
し
て
、
戦
国
時
代
末
か

ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
も
の
で
、
真

田
氏
関
係
の
主
要
資
料
の
ゆ
と
ん
ど
を

集
め
ま
し
た
。

真田史料展

ご雪Jd 

上
回
築
城
四

O
O年
祭
の
行
事
「
民

踊
流
し
」
が
、
文
化
の
日
の
十
一
月
三

日
閥
、
市
内
の
目
抜
き
通
り
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

上
国
民
踊
連
合
会
の
踊
り
手
約
四
百

五
十
人
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
、
そ
ろ

い
の
衣
装
で
松
尾
町
、
海
野
町
、
原
町

の
各
商
庖
街
を
、
四

O
O年
祭
を
祝
っ

て
作
ら
れ
た
「
真
田
ざ
く
ら
」
や
「
え

び
す
醜
子

(ば
や
し
)」

な
ど
の
曲
に
合

わ
せ
て
踊
り
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
白
か
ら
は
、
全
市
連
合
大
売
り

出
し
の
「
え
び
す
ま
つ
り
」
が
始
ま

っ

た
こ
と
も
あ
り
、
目
抜
き
通
り
は
大
勢

の
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

し2虫
IJI~ 民踊

て、

し
批
問

自
主
ム
二
ノ
」
l

-

4
同

図

主

ゐ

『

マ
吉
池
三
朋
へ
六
十
歳
、
中
央
西
こ
)

市内の企業が自慢の製品を多数出品し た 「軍

進する上回の工業展」

見学者の人気を集めた「姉妹都市の物産と観

光展」
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真
田
武
者
行
列

「
兵
田
武
者
行
列
」
は
、
十
一
月
六

日
午
前
ト

一
時
か
ら
、
市
内
の
目
抜
き

通
り
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

具
足
に
身
を
固
め
た
騎
馬
武
者
三
騎

を
は
じ
め
、
鉄
砲
隊
、
桔
隊
、
女
武
者

隊
、
忍
者
隊
な
ど
総
勢
三
百
人
は
、
ま

ず
上
回
公
園
の
兵
田
神
社
に
結
集
。

こ

こ
で
出
陣
式
を
済
ま
せ
た
後
、
上
回
城

か
ら
商
庖
街
へ
向
か
い
、
海
野
町
、
松

尾
町
、
原
町
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
行

列
の
中
に
は
、
真
回
氏

一
族
を
代
表
す

る
真
回
幸
村
、

幸
村
の
父
・
昌
幸
、
昌

幸
の
父
・
幸
降
、
そ
れ
に
猿
飛
佐
助
や

場
隠
才
蔵
で
有
名
な
真
田
十
勇
士
な
ど

の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

中
央
交
差
点
で
は
、
陣
揃
え
や
徳
川

軍
と
の
決
戦
も
あ
り
、
大
勢
の
見
物
人

か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

8J
 

R

V
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一
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真
田
神
社
で
の
出
陣
式

戸第 899号

'v
お
姫
織
と
し
て
参
加
し
た
ミ
ス
さ
く
ら
の
こ
人

(
左
か
ら
川
上
さ
ん
、
宮
原
さ
ん
)

「
市
長
と
語
る
会
」開
催

寺
A

カだ人の山黒+
品通き抜間

間企

4

司
真
田
幸
村
に
ふ
ん
し
て
馬
に
乗
る
永
野
市
長

自
治
会
連
合
会
単
位
で

出
1付

1
1」
党

企勝どきを上げる赤備隊



'v
お
姫
様
と
し
て
参
加
し
た
ミ
ス
さ
く
ら
の
こ
人

(
左
か
ら
川
上
さ
ん
、
宮
原
さ
ん
)

第 899号、

「
古
叩
い
じ

R
L，
.
、
話
剛
久
w
ム
五
」
剛
閃
総
帥

自
治
会
連
合
会
単
位
で

市
長
を
囲
み
、
明
日
の
上
田
市
を
語

り
合
う
「
市
長
と
語
る
会
」
は
、
左
表

の
と
お
り
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
、
自

治
会
連
合
会
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。
市

民
の
皆
き
ん
が
普
段
お
気
付
き
に
な
っ

て
い
る
点
、
行
政
に
対
す
る
要
望
、
上

田
市
の
将
来
計
画
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
年
配
の
方
も
、
青
年
や
婦
人

の
方
も
、
大
勢
の
皆
様
が
お
気
軽
に
御

参
加
く
だ
さ
い
。

市
民
参
加
で
明
日
の
上
田
市
を

長期基本構想

第2次

f三えつ一(7)一一一昭和58年日月16日 広報

市
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
を
初
年
度

と
し
、
昭
和
七
十
年
度
を
目
標
と
し
た

「
上
田
市
第
二
次
長
期
基
本
構
想
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
構
想
は
、
第
一
次
長
期
基
本
構

想
(昭
和
五
十

一
i
六
十
年
度
)
の
成
果

を
踏
ま
え
て
策
定
す
る
も
の
で
、
総
合

的
・
計
画
的
な
市
政
の
運
営
を
目
指
し

ま
す
。
今
年
の
九
月
に
は
、
長
期
基
本

構
想
審
議
会
の
初
会
議
も
聞
か
れ
、
本

出
情
的
な
策
定
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

上
田
市
の
将
来
を
描
く
第
二
次
構
想

で
は
、
市
民
各
層
の
参
画
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
構
想
素
案
の
中
へ
市
民
の
意

見
や
要
望
を
柏
極
的
に
蟻
り
込
ん
で
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、

広
聴
活
動
を
精
力
的
に
開
催
し
て
、
一

人
で
も
多
く
の
お
考
え
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
ま
ず
今
月
下
旬
か
ら
「
市

長
と
語
る
会
L

の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
市
民
の
皆
さ
ん
御

出
席
く
だ
さ
い
。

第 1次長期基本構想での「市長と語る会J (昭和54年 6月)

月 日 時 間 開催場 所 参集地区

11月21日開)
午後 7時~

川西社会福祉セ ンター 川西地区
午後9時

11月24日休) " 農村環境改善センター 豊殿地区

11月28日(月) " 塩 尻 地 区 公民館 塩尻地区

11月30日休) IJ 西 音日 公 民 査官 西部地区

12月5日(月) IJ 神 川 地 区 公民館 神川地区

「市長と語る会」日程表

※上記以外の地区の日程については、今後の「広報うえだ」でお

知らせします。

住宅金融公庫

個人住宅建設資金の申込受付中

車を手離したときは

お早めに手続きを

受付期間・一11月14日開)から 12月 9日樹

選定方法…選考(無抽選)により行いま す。

申込場所・・・公庫業務取扱金融機関

お問い合わせ先・ー住宅金融公庫北関東支所 (ft0272@

6655)または、お近くの公庫業務取扱金融機関

自動車を手離したり、住所が変わったときは、お早

めに陸連事務所で正規の手続きをしてください。放っ

ておきますと、手続きがめんどうになったり、税金や

犯罪関係などで、たいへん迷惑をこおむることになり

ます。

〈長野県陸連事務所登録課 ft0262⑩5355> 
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一
一
一
一
一
入
選
作
品
発
表
④

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち
ゃ
ん

え広報う

小山春乃さん
(室賀小・5年)

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
と
て
も
じ

よ
う
ぶ
で
、
だ
い
く
さ
ん
で
す
。
お
じ

い
ち
ゃ
ん
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
田
畑

の
仕
事
を
ま
か
せ
て
か
ら
、
で
か
け
ま

す
。だ

か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
田
畑

の
仕
事
で
た
い
へ
ん
で
す
。
で
も
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
つ
か
れ
た
あ
」
と
言

う
言
葉
を
い
っ
さ
い
だ
し
ま
せ
ん
。

う
ち
に
は
、
回
ん
ぽ
が
五
ま
い
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
、
す
ず
め
が
た
か
つ
て

こ
ま
り
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
大

き
な
声
を
出
す
と
声
が
か
れ
る
の
で
、

花
火
の
パ
ク
チ
ク
を
な
ら
し
て
い
手
，。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
う
ら
の
人
に
「
今

日
も
ま
た
お
ね
が
い
」
と
言
わ
れ
る
と
、

「
や
だ
」
と
言
う
こ
と
は
い
い
ま
せ
ん
。

-第 899号899号~

何
を
手
伝
う
か
と
言
う
と
、
タ
バ
コ
の

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
二

日
も
タ
バ
コ
の
手
伝
い
で
時
間
を
取
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ふ
つ
う
の
人
は
、

五
時
に
な
る
と
自
動
車
で
帰
っ
て
し
ま

う
け
れ
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
パ
ス
で

小
諸
の
方
ま
で
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
う
ち
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、

さ
い
し
ゅ
う
の
パ
ス
で
す
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
は
、
足
が
よ
れ
よ
れ
に
な
っ
て
帰

っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
、
か
わ
い
そ
う
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
「
つ
か
れ
た
あ
」

な
ん
て
一
つ
も
い
い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど

た
ま
あ
に
、
今
日
は
坂
城
へ
行
っ
た
か

ら
「
つ
か
れ
た
あ
」
と
言
、
っ
と
き
も
あ

り
ま
す
。
で
も
早
い
日
が
あ
る
と
、
の

せ
て
き
て
も
ら

っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
元
気
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

寝
こ
ん
だ
こ
と
は
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
じ
よ
う
ぶ

で
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
つ
け
た
う
り

で

うの

を
つお

まあ
しち
た や
。ん

f酒井由紀子さん
じ (北小・ 2年)

か
す
は
、
み
そ
み
た
い
で
し
た
。
な

め
て
み
た
ら
み
そ
よ
り
、
か
す
の
ほ
う

が
ま
ず
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
、
ま
だ

あ
じ
つ
け
し
て
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

わ
た
し
が
さ
と
う
を
入
れ
て
か
ら
、

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
手
で
か
き
ま
ぜ
ま
し

た
。
左
手
で
ポ
|
ル
を
お
さ
え
て
、
ぉ

手
で
お
も
ち
を

ぺ
っ
た
ん
ぺ

っ
た
ん
や

る
よ
う
に
、
力
を
入
れ
て
か
き
ま
ぜ
ま

し
た
。わ

た
し
が
「
気
も
ち
い
い
」
と
聞
い

た
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
つ
か
れ
た
」

と
い
い
ま
し
た
。

う
り
は
三
十
こ
ぐ
ら
い
あ
っ
て
、
半

分
に
き
っ
て
つ
け
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
っ

か
れ
た
か
お
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
か
め
の
中
に
う

り
を
入
れ
て
、
つ
ぎ
の
だ
ん
に
か
す
を

入
れ
て
、
ま
た
う
り
を
入
れ
て
と
、
な

ん
か
い
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
お
か
つ

て
中
に
、
か
す
の
に
お
い
が
し
ま
し
た
。

こ
の
う
り
は
、
わ
た
し
の
う
ち
の
は

た
け
で
と
れ
た
も
の
で
す
。
お
と
う
さ

ん
と
お
か
あ
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
作
っ
た
う
り
で

す。
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が
、
会

し
ゃ
へ
行

っ
て
い
る
の
で
、

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
タ
が
た
う
り
の
せ
わ
を
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
う
り
は
、
十
月
ご
ろ
に

な
る
と
た
べ
ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、

早
く
た
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
足
が
い

た
い
と
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
い
年

つ
け
て
く
れ
ま
す
。
う
ち
で
み
ん
な
が

た
べ
る
と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
か
お

は
う
れ
し
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
わ
た
し
が
す
こ
し
て
つ
だ

っ
た
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ら
く
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
、
7
り
が
た
べ
た
い
で
す
。

1.4月分

1.9月分

同和問題の啓発映画

をテレビ放映
国有財産相談コーナーを開設

「ーーーー
0.5月分

同和問題の啓発映画が信越放送 (SBC)で放映され

ます。どうぞ御覧ください。

と き…11月27日(日)午後 4時から 5時

映画題名…「生き方とは」

大蔵省関東財務局長野財務部では、次に より「固有

財産相談コーナー」を開設します。固有財産(特に旧

水路、|日道路)について相談のある方は、お出かけく

ださい。

と き・・'11月22臼{必午後 2時30分 -3時30分

ところ・上田市民会館・ 2階会議室

3.8月分

1.4月分

1.9月分

0.5月分



ド
ね
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
う
ら
の
人
に
「
今

日
も
ま
た
お
ね
が
い
」
と

-Hわ
れ
る
と
、

ぷ
!
万
』
と
訂
う
ニ
と
は
い
い
ま
せ
ん
。

第 899号、だえつ

酒

き
の
う
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し

で
、
う
り
を
つ
け
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
手
で
か
き
ま
ぜ
ま
し

た
。
左
手
で
ボ
|
ル
を
お
さ
え
て
、
右

手
で
お
も
ち
を

ぺ
っ

た
ん
ぺ
っ
た
ん
や

っ
た
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
ら
く
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
う
り
が
た
べ
た
い
で
す
。

大蔵省

財産相談

水路、旧

ださい

と さ・・

ところ・・・

上岡市の職員給与などの状況

ー (9)一一一昭和58年11月16日 広報

上田市職員の給与の実態をお知らせします。

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含み

ます。

1.人件費の状況(普通会計決算)

4.職員の初任給、経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

(昭和58年 4月1日現在

区 分 決定初任給
経験年数 7年 経験年数10年 経験年数15年
以上10年未満 以上15年未満 以上20年未構

上 大学卒 101.901006 内 162，336円 195，868同 226，200同:....106.900 
田

85.900 
市 高校卒 -88.700 133，476 158，919 188，791 

南生
長 大学卒 106，900 164，134 195，761 240，498 

行 野

県 高校卒 88，700 131，794 160.882 195，654 
政

職
大学卒 101，900 161，800 194，700 240.600 

国

高校卒 85，900 128，300 156.500 189，300 

3.職員の平均給料月額亙ぴ平均年齢の状況

(昭和58年 4月1日現在)

市生 fT 政 職

区分

平均給料月額 平均年齢

上田市 201，332 円 37.11議

長野県 224，247 円
音量

39.9 

国 208，297 円 40.1 歳

(注)長野県の給料月額は、扶養手当及び調鐙手当

を加えた額です。

(昭和58年 4月1日現在)

国の等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 7等級 8等級 計

等 級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級

上
標準的な 係長

務高技を度必師をの要行知とうす識主経事る験業、 比す主識較事経る的験業、高務技を度必師を要の行知とう

主 事
部長 課長 補謀長佐

田 職務内容 主 査 技 師

職員数
人

58人 86人
人 211 人 69 人 11 人

人

市 11 197 643 

構成比
% % 

134 % 
% % 

10.7 % 1.7 % 100克1.7 9.0 30.7 32.8 

5.一般行政職の等級別職員数の状況

7.特別職の報酬等の状況 (58年 4月1日現在)

区分 上 回 市 長野県、 国 区分 給料月額等 期末手当 153年度主枯齢i

( 58年度支給割合) (58年度支給割合)
市 長 630.000円 6月期 1.4月分

期 末 動 勉 期末 勤勉

期末、勤勉 6月期 1.4月分 0.5月分 6月期 1.4月分 0.5月分
助 f支 518，000円 12月期 1.9月分

手 当 12月期 1.9月分 0.6月分 12月期 1.9月分 0.6月分
収入役 455，000円 3月期 0.5月分

3月期 0.5月分 3月期 0.5月分

言十 3.8月分 1.1月分 計 3.8月分 1.1月分 計
J 

(支給率) 自己都合勧奨 (支給率) 自己都合勧奨 議 長 315.000円 6月期 1.4月分

最高
60月分65.2575月分 段高限度額 60月分 65.2575月分限度額

副議長 277，000円 12月期 1.9月分

退職手当 勤続20年 21月分 29.6625月分 勤続20年 21月分 29.6625月分

議 員 258，000円 3月期 0.5月骨
勤続30年 41.25月分55.935月分 勤続30年 41.25月分 55.935月分

勤続35年 48.125月分65.2575月分 勤続35年 48.125月分 65.2575月分 言十 3.8月分

ー-

(注)標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

6.職員手当の状況



お知らせ消
火
器
の

え

訪
問
販
売
に
御
注
意

つ広報

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

ー第 899号

「
消
防
署
の
方
か
ら
消
火
器
の
点
検

に
来
た
」
「
法
律
で
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
、
消
火
器
を
買

っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
苦
情
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。
悪
質
な
業
者
に
だ
ま
さ

れ
な
い
よ
う
消
火
器
の
正
し
い
知
識
を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
一
般
家
庭
で
は
、
法
的
に
設
置
義
務

も
点
検
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん

下
宿
な
ど
の
共
同
住
宅
で
も
、
水
バ

ケ
ツ
や
乾
燥
砂
、
消
火
器
の
い
ず
れ
で

も
良
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

O
消
火
袋
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す

製
造
年
月
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確

i寸
「米と牛乳まつり」ガ、竹月5・6目、

上回西武で開かれまし疋。このまつりは、
米と牛乳の消費鉱大を目的としており、会
場内の米・牛乳コーナー、料理実演コーナ
一、試食コーナー、もちつき大会などには
大勢の市民ガつめかけまし芝。また、「県健
康づくりフエスティJ¥)レ」も向時開催され
まし芝。

認
し
ま
し
ょ
う
。
中
の
薬
剤
の
交
換
時

期
の
目
安
は
、
泡
消
火
器
一
年
以
上
、

粉
末
消
火
器
と
強
化
消
火
器
は
五
年
以

上
で
す
。

O
表
示
を
見
ま
し
ょ
う

国
家
検
定
に
合
格
し
た
消
火
器
に
は
、

銀
色
地
に
「
国
家
検
定
・
合
格
之
証
」

と
黒
文
字
で
書
か
れ
た
マ
ー
ク
が
表
示

し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
表
示
の
な
い
も

の
は
、
販
売
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
⑬

命
⑤
の
マ
ー
ク
は
、
⑬
は
木
材
、
紙
、
布

な
ど
が
燃
え
る
普
通
火
災

(
A
火
災
)
。

⑮
は
、
灯
油
や
天
ぷ
ら
油
な
ど
が
燃
え

る
油
火
災

(
B
火
災
)。
③
は
、
電
気
機

具
や
電
気
設
備
な
ど
が
燃
、
え
る
電
気
火

災

(
C
火
災
)。
ほ
か
に
放
射
距
離
や
放

射
時
間
な
ど
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

O
聞
金
で
全
額
払
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
‘
ヲ

消
火
器
は
、
訪
問
販
売
法
の
指
定
商

品
の
一

つ
で
す
。
代
金
を
全
額
支
払
っ

て
い
な
い
場
合
、
四
日
以
内
に
書
面
で

申
し
出
る
と
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

O
購
入
す
る
と
き
は
領
収
書
を
も
ら
い
、

販
売
員
の
身
分
を
明
示
さ
せ
ま
し
ょ

・ヲ分
割
払
い
の
時
は
、
契
約
書
を
受
け

取
り
ま
し
ょ
う
。
価
格
が
比
較
的
高
め

な
訪
問
販
売
か
ら
買
う
よ
り
も
、
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
考
え
地
元
の
業

者
を
利
用
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
上
田
中
央
消
防

署
(
宮
⑫
2
5
0
1
)
、
県
上
田
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
(
宮
⑮
0
9
8
8
)
、
市
生

活
環
境
課
へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。

循
環
器
疾
患
予
防
の

健
康
診
査

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

市
で
は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど

循
環
器
疾
患
を
予
防
す
る
た
め
の
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
・
:
四
十
歳
以
上
の
市
民

受
診
場
所
・
:
市
内
の
全
病
(
医
)
院

受
診
時
間
・
・
・
病
(
医
)
院
の
診
療
時
間
内

費
用
・
:
一
人
百
円
(
七
十
歳
以
上
は

無
料
)

そ
の
他

診
査
の
結
果
、
精
密
診
査
が

必
要
な
方
は
、
別
に
一
千
円
(
七
十

歳
以
上
は
無
料
)
が
か
か
り
ま
す
。

歳
未
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
を
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
宮
⑫
2
0
2
5

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各

御
家
庭
な
ど
か
ら
い
た
だ
い
た
不
用
品

や
衣
類
、
日
用
品
な
ど
を
販
売
し
、
そ

の
利
益
を
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
並
び

に
社
協
奉
仕
銀
行
に
預
託
し
、
社
会
福

祉
に
役
立
て
る
た
め
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の
皆

き
ん
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

物
品
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
パ
ザ

l

用
品
の
御
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
:
十

一
月
二
十
七
日
間
午
後
一

時
か
ら
三
時
(
雨
天
の
場
合
は
、
十

二
月
三
日
出
に
延
期
)

と
こ
ろ
:
・
上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
駐

車
場
(
第
二
中
学
校
前
)

調
理
員
を募

集
し
ま
す

長
寿
園
事
務
局

宮
⑩
3
1
6
0

長
寿
園
で
は
、
次
の
と
お
り
調
理
員

(
給
食
員
)
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
き

れ
る
人
は
、
提
出
書
類
な
ど
長
寿
園
に

99号 ~

世
界
人
権
宣
言
お
周
年

期

6期

、人そ
、間の
関 大
係 切
をさ
つに
く気
るづ
にく
は前
どに
フ
し盟
た か
句な

ん。
こ
の
他
に
食
料
品
製
造
業
な
ど
七
位

用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
:
・
一
名

対
象
者
・
:
昭
和
二
十
三
年
一
月
一
日
か

ら
同
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
性

申
込
期
限
・
:
十
二
月
五
日
開

申
込
先
・
:
上
田
市
大
字
別
所
温
泉
一

O

九
O

|

一
長
寿
園
事
務
局

陶
芸
手
芸
展
を

聞
き
ま
す

宝
池
月
影
寮

宮
⑫
6
6
3
3

社
会
福
祉
法
人
上
回
明
照
会
「
宝
池

月
影
寮
」
で
は
、
次
の
と
お
り
陶
芸
手

芸
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は

日
ご
ろ
の
作
業
訓
練
の
な
か
で
製
作
さ

れ
た
陶
芸
お
よ
び
手
芸
の
作
品
を
展
示

し
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
御
覧
い
た
だ
こ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

と

き

:
・
十
一
月
二
十
六
日
出
か
ら
二

十
八
日
開
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
五

時
三
十
分

と
こ
ろ
:
・
上
田
駅
前
信
金
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
品
:
・
陶
芸

(
花
ぴ
ん
、

皿
、
は
し

お
き
な
ど
)
、
手
芸
(
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

タ
ー
、
組
ひ
も
、
小
物
な
ど
)
、
写
具
、

絵
画

う御

1 > 
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む
由
民
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O
消
火
絡
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す

製
進
年
月
日
か
あ
り
ま
す
の
で
、
出
陣

第 899号、

世
界
人
権
宣
言
お
周
年

差
別
の
な
い

豊
か
な
人
間
関
係
を

「
す
べ
て
の
人
聞
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と

権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
(
第
一

条
前
文)」

こ
の
世
界
人
権
宣
言
が
、
昭
和
二
十

三
年
に
国
際
述
A
n
で
採
択
さ
れ
て
、
今

年
で
三
十

.4
周
年
を
迎
え
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
人
権
に
ま

つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、
ま
だ
ま
だ
後
を

断
ち
ま
せ
ん
。
今
も
な
お
、

世
界
の
各

地
で
人
権
や
性
別
、
思
想
な
ど
の
違
い

に
よ
る
い
わ
れ
な
き
差
別
や
虐
待
、
争

い
が
起
こ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
も
、
婦
人
、

障
害
者
、

同
和
問
題
か
ら
、
家
庭
内
、

隣
近
所
の
も
め
ご
と
に
い
た
る
ま
で、

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
人
間
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

だえつ一ω一一一ー昭和58年11月16日 広報

「
人
権
週
間
」
に
講
演
会

十
二
月
四
日
か
ら
、

世
界
人
権
宣
言

が
保
択
さ
れ
た
十
二
月
十
日
ま
で
の
一

週
間
は
「
人
権
週
間
」
で
す
。

病
気
に
な
っ
て
初
め
て
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
知
る
の
で
は
遅
い
と

い
わ
れ

ま
す。

人
権
問
題
に
出
合
っ
て
か
ら
、

口
同
の
一
つ
で
す
。
代
金
を
全
額
支
払
っ

て
い
な
い
場
合
、
四
日
以
内
に
書
面
で

そ
の
L

人
切
さ
に
気
づ
〈
前
に
、
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
を
、
こ
の
機
会
に
与
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

上
岡
市
な
ど
で
は
、
「
人
権
週
間
」
の

期
間
中
に
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
、

御
参
加
く
だ
さ
い
。

と

き

:
十
二
月
六
日

ω午
後
一
時
三

十
分
か
ら

と
こ
ろ
・:上
田
市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー

(
三
階
大
ホ
ー
ル
)

講

師

:
・
高
木
正
幸
さ
ん
(
朝
日
新
聞

制
集
委
員
)

演

題

・
:
「
暮
ら
し
と
人
権
」

主

催

・
上
田
市
、
上
田
市
教
育
委
員

会
、
上
田
市
同
和
対
策
事
業
推
進
委

員
会

県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

上
田
労
働
基
準
監
督
署

宮
⑫
0
3
3
8

県
内
の
事
業
所
で
働
く
、
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
長
野
県
最
低
賃

金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
額
は
、
日
額
三
千
百
八

十
六
円

(
時
給
四
百
一

円
)
で
、
十
月

十
六
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
額
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
、
家
族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ

必
要
な
方
は
、
別
に
一
千
円
(
七
十

歳
以
上
は
無
料
)
が
か
か
り
ま
す
。

jι

。こ
の
他
に
食
料
品
製
造
業
な
ど
七
極

似
の
産
業
別
最
低
打
金
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
現
伝
審
議
中
で
す
。
こ
の
た
め
、

現
行
の
額
が
今
回
改
正
さ
れ
た
県
最
低

賃
金
を
下
回
る
場
合
は
、
改
正
さ
れ
る

ま
で
県
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

長
野
大
学
宮
⑩

2
3
5
0

長
野
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
御
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
・
:
十
二
月
四
日
間
午
前
十
時
か

ら
午
後

O
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
・塩
田
公
民
館
二
階
大
会
議
室

テ
l
マ
・
:
「
子
育
て
を
考
、
え
る
」
|
青

少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て
|

報
告
者
---

1
、
「
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
」
長
野

大
学
講
師

・
大
薮
泰
さ
ん

2
、
「
学
校
に
お
け
る
子
育
て
」
教
育

研
究
者

・
前
沢
一
寮
さ
ん

3
、「
地
域
に
お
け
る
子
育
て
」
長
野

大
学
助
教
授

・
桜
田
百
合
子
さ
ん

※
な
お
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
車
田

公
民
館
主
催
の
分
科
会
が
聞
か
れ
、

さ
ら
に
研
究
を
深
め
る
計
画
が
あ
り

ま
す
。

12月の乳幼児健康診査
昭和58年 12月の乳幼児健康診査を下記により行います。

受付時聞は、いずれも午後 1時から 2時。

母子健康手帳とパスタオルをお持ちください。

コ~込L 場 健診 笑施日 弁I 象 児

4か月児
12月1日 58年 7月16日-7月31日生

12月20日 58年 8月 1日-8月15日生

10か月児
12月6日 58年 1月16日-1月31日生

上回市保健セ ンター
12月21日 58年 2月 1日-2月15日生

1員長6か月児
12月7日 57年 5月16日-5月31日生

12月27日 57年 6月 1日-6月15日生

3 歳児
12月2日 55年11月 1日-11月15日生

12月16日 55年11月16日-11月30日生

4か月児
12月13日

58年 7月16日-8月15日生

塩田母チ健康センター 10か月児 58年 1月16日-2月15日生

(J五日1I也1>(1 1議6か月児

3 歳児 12月23日 55年10月 1日-11月30日生

4か月児 58年 7月16日-8月15日生

川商社会悩祉センター 10か月児 12月14日 58年 1月16日-2月15日生

{川内地[，(， l員長6か月児 57年 5月16日-6月15日生

3殺児 12月9日 55年 6}-j1日-11月30日生

※赤ちゃん手帳を御利用ください。
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点検は防火の

はじまりしめくくり

秋の全国火災予防運動・%~1M

今
年
も
十
一
月
二
十
六
日
出
か
ら
十

二
月
二
日
樹
ま
で
、
全
国
一
・
斉
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
起
こ
り
ゃ
す

い
こ
の
時
期
に
、
一
人
ひ
と
り
の
自
覚

を
高
め
る
こ
と
で
、
悲
惨
な
焼
死
事
故

や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
運
動
で
は
、
①
身
体
不
自
由

者
な
ど
を
中
心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策

の
徹
底
、
②
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る

防
火
対
策
の
推
進
、
③
防
火
対
象
物
に

か
か
る
防
火
安
全
の
確
保
、
④
防
災
機

器
な
ど
の
普
及
推
進
の
四
点
を
重
点
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
統
一
標
語
に
は
「
点
検
は
防

火
の
は
じ
ま
り
し
め
く
く
り
」
を
決

め
、
日
々
の
生
活
の
中
で
の
防
火
意
識

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
・
下
水
道
を
考
え
る
③

下
水
道
の
種
類

一
口
に
下
水
道
と
い
っ
て
も
、
そ
の

用
途
や
形
態
に
よ
っ
て
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
大
き
く
分
け
る
と
、
次
の

よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

①
公
共
下
水
道

市
町
村
が
主
体
と
な

っ
て
行
う
も
の

で
、
家
庭
や
工
場
か
ら
排
除
さ
れ
る
汚

水
を
処
理
場
に
集
め
て
処
理
し
ま
す
。

J

般
に
下
水
道

t
言
、7
場
合
は
、
公
共

戸第 899号

門口1
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口
H
J

口一ワ

下
水
道
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
上
田
市

の
下
水
道
も
、
こ
れ
げ
該
当
し
ま
す
。

②
流
域
下
水
道

二
つ
以
上
の
市
町
村
に
ま
た
が
っ
て

行
わ
れ
る
下
水
道
で
、
主
に
都
道
府
県

が
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

長
野
県
で
は
、
諏
訪
湖

の
ま
わ
り
に
ひ

か
れ
て
い
る
流
域
下
水
道
が
あ
り
ま
す
。

品
川
官
位
付
申

A
S帽
櫨
明

a
m
b
s
A山
#
穴

τ'世
小
潜
血

昨
年

一
年
間
の
県
下
の
火
災
発
生
状

況
を
見
て
み
ま
す
と
、
件
数
に
し
て
八

百
三
十
五
件
。
こ
の
う
ち
三
十
人
が
死

亡
、
百
十
五
人
が
負
傷
し
、
二
十
一
億

円
余
り
の
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
一
昨
年
に
対
し
、
件
数
で
は
五
十

二
件
憎
唱
え
ま
し
た
が
、
損
害
額
は
逆
に

五
億
二
千
万
円
ほ
ど
減
り
ま
し
た
。

上
田
市
で
は
、
十
月
末
ま
で
二
十
五

件
の
火
災
が
発
生
し
、
損
害
額
約
七
千

二
百
万
円
、
焼
死
者
二
人
(
と
も
に
老

人
)
が
で
て
い
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と

り
の
防
火
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
っ
た

た
め
か
、
件
数
、
損
害
額
と
も
昨
年
同

期
に
比
べ
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
火
の
取
り
扱
い
が
ま
す

ま
す
増
え
ま
す
が
、
大
切
な
家
族
や
財

産
を
守
る
た
め
に
も
、
火
災
予
防
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

観
光
地
な
ど
の
自
然
を
守
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
下
水
道
で
、
公
共
下
水
道

に
比
べ
て
小
規
模
な
も
の
が
多
く
、
処

理
人
口
は
一
千
人
か
ら
一
万
人
ぐ
ら
い

で
す
。
長
野
県
で
は
、
真
田
町
の
菅
平
、

丸
子
町
の
鹿
教
湯
、
茅
野
市
の
白
樺
湖

な
ど
で
行
っ
て
い
ま
す
。

④
特
定
公
共
下
水
道

市
内
の
工
場
、
事
業
所
な
ど
特
定
の

排
水
を
処
理
す
る
た
め
の
下
水
道
で
す
。

⑤
都
市
下
水
路

主
と
し
て、

雨
水
排
除
を
目
的
と
し

た
下
水
道
で
す
。
雨
に
よ
る
浸
水
被
害

が
多
発
す
る
地
域
に
整
備
さ
れ
ま
す
。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
か
不
用
品
登

録
情
報
H

と
し
て
、
月
一
回
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

(11月7日現在)

マットレス

ゆずってください

ベビー服

すべ り台

電子レ ンジ

電気掃除機

卓上用ミ シン

ママコート

不用品登録情報(主なもの)

1，000円

20，000円

20，000円

1，000円

2，000円

〈希望価格〉

4，000円

ゆずります

6.45X 13 

ステレオ 5年使用

冷蔵庫 53年購入、 2ドア

スパイク タイヤ

コンビラ ぃク

ベビーラソク

カーステレオ

スノfイクタイヤ 4.50X12

電気オルガン

物置

5，000円

1，000円

ガス台

グローフ'

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
標
へ
、
必
ず
十
日

以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

黒板

整理ダンス

太陽熱温水器

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活環境課

生活係(宮⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。

。紹介後のト ラブルなどについては、責任を負いかねますので御了承
くださ L、

ノ〈ッ ト

カーペット

2，000円

1，000円

3，000円

15，000円

5，000円

ンャンデリア

電気かんな 新品

電気ド リル

0じゅうぶんに活用できる不用品は、

」ーー← どんなものでも登録しましょう。

新品ローラースケート

石油ストープ

99) 

76) 

23) 

59) 
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